[bookmark: 0032a05]聖徳太子著『維摩経義疏』の「宴坐」の箇所の書き下し文

１．　「唯 (ただ)、舎 (しゃ)利 (り)弗 (ほつ)よ。ずしも坐 (ざ)するを坐 (ざ)と為 (な)さなるなり」とは、それ理 (り)中 (ちゅう)の宴 (えん)を論 (ろん)ずれば、必 (かなら)ずしも舎 (しゃ)利 (り)弗 (ほつ)の如 (ごと)からずとなり。真 (しん)子 (し)[＝舎利弗]は既 (すで)に小 (しょう)乗 (じょう)たり。故 (ゆえ)に世 (よ)の散 (さん)乱 (らん)を患 (うれ)えて、山 (さん)林 (りん)に隠 (かく)れ、以 (もっ)て身 (しん)心 (しん)を摂 (おさ)めんとす。而 (しか)るに浄 (じょう)名 (みょう)の呵 (か)を致 (いた)すことは、し、万 (ばん)境 (きょう)即 (そく)空 (くう)にして、彼 (あれ)此 (これ)存 (そん)せずと解 (げ)すれば、何 (なん)ぞ乱 (らん)を生 (しょう)ずる身 (しん)心 (しん)有 (あ)らん。
　し法 (ぽう)は是 (これ)有 (う)なりと存 (そん)して亡 (ぼう)ずること能 (あた)わざれば、山 (さん)林 (りん)に入 (はい)ると雖 (いえど)も則 (すなわ)ち散 (さん)乱 (らん)何 (なん)ぞれん。
２．　「それ宴 (えん)坐 (ざ)とは、三 (さん)界 (がい)にて・意 (い)を現 (げん)ぜざる、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、言 (い)うこころは、彼 (あれ)此 (これ)倶 (とも)にし、入 (はい)るべき山 (やま)無 (な)く、避 (さ)けるべき世 (よ)無 (な)し、是 (これ)を名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)す。
　汝 (なんじ)、彼 (あれ)此 (これ)存 (そん)して、俗 (ぞく)を棄 (す)て山 (やま)に入 (はい)る、即ち、身 (しん)・意 (い)を三 (さん)界 (がい)にてず。あに好 (よ)く宴 (えん)と名 (な)づけん。此 (こ)の句 (く)は心 (しん)身 (しん)を摂 (おさ)むること能 (あた)わざるを呵 (か)す。
３．　「滅 (めつ)定 (じょう)を起 (た)たずして、而 (しか)も諸 (もろもろ)の威 (い)儀 (ぎ)を現 (げん)ずる、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、「起 (き)」の言 (ことば)は「出 (いずる)」なり。智 (ち)は空 (くう)に合 (がっ)すと雖 (いえど)も、而 (しか)も有 (う)中 (ちゅう)に種 (しゅ)種 (しゅ)の威 (い)儀 (ぎ)を現 (げん)じて無 (む)方 (ほう)に物 (もの)を化 (け)するを、乃 (すなわ)ち名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)す。
　汝 (なんじ)は則 (すなわ)ち唯 (ただ)自 (みずか)らをすのみ、物 (もの)を益 (やく)するをわしと為 (な)す。ぞく宴 (えん)なることを得 (え)ん。此 (こ)の句 (く)は空 (くう)有 (う)の二 (に)境 (きょう)を平 (ひと)しくすること能 (あた)わざるを呵 (か)す。
４．　「道 (どう)法 (ほう)を捨 (す)てずして、而 (しか)も凡 (ぼん)夫 (ぷ)の事 (じ)を現 (げん)ずる、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、「道 (どう)法 (ほう)」とは聖 (しょう)法 (ぼう)をいう。言 (い)うこころは、聖 (しょう)法 (ぼう)を能 (よ)くすと雖 (いえど)も、また俗 (ぞく)法 (ほう)中 (ちゅう)に凡 (ぼん)夫 (ぷ)事 (じ)を現 (げん)じ、機 (き)に随 (したが)い物 (もの)を化 (け)するを、乃 (すなわ)ち真 (しん)の宴 (えん)と名 (な)づく。
　汝 (なんじ)は、「凡 (ぼん)夫 (ぷ)は捨 (す)てるべし、聖 (しょう)道 (どう)は取 (と)るべし」と存 (そん)す。則 (すなわ)ち分 (ぶん)別 (べつ)を成 (な)す。ぞと為 (な)すことを得 (え)ん。此 (こ)の句 (く)は、凡 (ぼん)聖 (しょう)の二 (に)境 (きょう)を平 (ひと)しくすること能 (あた)わざるを呵 (か)す。
[bookmark: _Hlk56254832]５．　「心 (こころ)は内 (うち)にせず、亦 (ま)たにも在 (あ)らず、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、二 (に)諦 (たい)[真 (しん)諦 (たい)・俗 (ぞく)諦 (たい)]の理 (り)を「内 (うち)」とし、六 (ろく)塵 (じん)[ (［)色 (しき)声 (しょう)香 (こう)味 (み)触 (そく)法 (ほう)]を「外 (そと)」となす。言 (い)うこころは、「二 (に)諦 (たい)に著 (じゃく)せず、六 (ろく)塵 (じん)に著 (じゃく)せず、内 (ない)外 (げ)双 (そう)亡 (ぼう)するを、乃 (すなわ)ち好 (よ)く宴 (えん)と名 (な)づく。
　汝 (なんじ)は、六 (ろく)塵 (じん)は棄 (す)てるべし、二 (に)諦 (たい)は修 (しゅう)すべしと存 (そん)す。則 (すなわ)ち是非 (ぜひ)を成 (な)す。ぞく宴 (えん)なることを得 (え)ん。此 (こ)の句 (く)は是非 (ぜひ)を亡 (ぼう)ずること能 (あた)わざるを呵 (か)す。…
６．　「諸 (しょ)見 (けん)にてぜずして、而 (しか)も三 (さん)十 (じゅう)七 (なな)道 (どう)品 (ほん)を行 (ぎょう)す、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、「動 (どう)」の言 (ことば)は「出 (いずる)」なり。しく、諸 (しょ)見 (けん)即 (そく)空 (くう)にして、捨 (す)てるべき無 (む)しとし、また三 (さん)十 (じゅう)七 (なな)品 (ほん)を修 (しゅ)行 (ぎょう)せば、乃 (すなわ)ち真 (しん)の宴 (えん)と名 (な)づく。
　汝 (なんじ)は、諸 (しょ)見 (けん)は遣 (や)るべし、道 (どう)品 (ほん)は修 (しゅう)すべしと存 (そん)す。則 (すなわ)ちこれ相 (そう)を取 (と)る。何 (なん)ぞく宴 (えん)と名 (な)づけん。此 (こ)の句 (く)は、真 (しん)俗 (ぞく)を平 (ひと)しくすること能 (あた)わざるを呵 (か)す。
７．「煩 (ぼん)悩 (のう)を断 (だん)ぜずして而 (しか)も涅 (ね)槃 (はん)に入 (はい)る、是 (これ)を宴 (えん)坐 (ざ)と為 (な)す」とは、しく、煩 (ぼん)悩 (のう)即 (そく)空 (くう)にして、断 (だん)ずべきしと解 (げ)せば、これ則 (すなわ)ち自 (みずか)ら涅 (ね)槃 (はん)を証 (しょう)す。
　汝 (なんじ)は、煩 (ぼん)悩 (のう)已 (すで)に断 (だん)じてのち、方 (まさ)に涅 (ね)槃 (はん)に入 (はい)ると存 (そん)す。則 (すなわ)ち分 (ぶん)別 (べつ)を成 (な)す。何 (なん)ぞ名 (な)づけて宴 (えん)と為 (な)さん。此 (こ)の句 (く)は、涅 (ね)槃 (はん)と方便とを証 (しょう)すること能 (あた)わざるを呵 (か)す。…

◎原文（大正大蔵経から）
１．　唯舍利弗不必是坐爲宴坐者。夫論理中之宴。不必如舍利弗也。眞子既爲少乘故。患世散亂欲隱山林以攝身心。而淨名致呵者。若解萬境即空不存彼此者。何有身心而生散亂也。若存萬法是有不能亡者。雖入山林。則散亂何離也。
２．第二別呵。夫宴坐者不於三界現身意是爲宴坐者。言彼此倶亡。無山可入。無世可避。是則身心不現於三界。是名爲宴。汝存彼此。棄俗入山。則身心現於三界。豈名好宴。此句呵不能攝身心。
３．不起滅定･而現諸威儀是宴坐者。起之言出。智雖合空。而現有中種種威儀。無方化物。乃名爲宴。汝則唯心自度。益物爲煩那得好宴。此句呵不能平空有二境也。
４．不捨道法而現凡夫事是爲宴坐者。道法謂聖法。言雖能聖法。亦俗法中現凡夫事。隨機化物。乃名眞宴。汝存凡夫可捨聖道可取。則成分別。那得爲宴。此句呵不能平凡聖二境也。
５．心不住内亦不在外是爲宴坐者。二諦理爲内。六塵爲外。言不著二諦。不著六塵。内外雙亡乃名好宴。汝存六塵可棄二諦可修則成是非。那得好宴也。此句呵不能亡是非。　肇法師云。身爲幻宅。曷爲住内。萬物機斯虚。曷爲在外。小乘防念故繋心於内。凡夫多求故馳想於外。大士齊觀故内外無寄也。
６．於諸見不動而修行三十七品是爲宴坐者。動之言出。若能解諸見即空無可捨。亦修行三十七品。乃名眞宴。汝存諸見可遣道品可修。則是取相。何名好宴。此句呵不能平眞俗。
７．不斷煩惱而入涅槃是爲宴坐者。若能解煩惱即空無可斷。是則自證涅槃。汝存煩惱已斷方入涅槃。則成分別。何名爲宴。此句呵不能證涅槃方便。
肇法師云。煩惱眞性即是涅槃。慧力強者觀煩惱即空。是入涅槃。不待斷而後入也。
